




































Global University Entrepreneurial Spirit Students Survey 2013 

















Tomoyo Kazumi (Ph.D.) 
School of Commerce 
Senshu University 
 
－ 1 － 
大学生の起業意識調査レポート 




1.1 GUESSS 調査の概要 
GUESSS（GLOBAL UNIVERSITY ENTREPRENEURIAL SPIRIT STUDENTS’ 
SURVEY）は、スイスのサンガレン大学の中小企業・企業家活動研究所（The Institute for 
Small Business and Entrepreneurship）とファミリービジネスセンタ （ーThe Center for 
Family Business）が事務局となり、世界の大学生、大学院生を対象として 2 年に 1 度実
施されている起業意識調査である。2003 年から実施されており、今回は 6 回目となる。
日本の参加は前回 2011 年調査からであり、2013 年調査で 2 回目である。 
2013 年調査は、世界 34 カ国、759 大学が調査を実施し、全体で 109,026 件の有効回答
を得ている。全体の分析結果は、Siger et al.(2014) International Report of the GUESSS 













                                                     
1 GUESSS の公式ウェブサイト（http://guesssurvey.org/）からダウンロード可能。 
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調査票は web 上に保存され、各参加大学において学生に対して調査票の URL を貼り付
けた電子メールを送信して調査への協力を呼び掛けることになっている。日本では、2013
年 10 月から 2014 年 1 月末まで調査を実施した。しかし、大学が学生に配布しているメー
























大学名 度数 割合(%) 大学名 度数 割合(%) 
法政大学 247 27.8 九州大学 9 1.0 
専修大学 129 14.5 武蔵大学 12 1.3 
愛知学院大学 25 2.8 大阪市立大学大学院 10 1.1 
中央大学 4 0.4 大阪市立大学 22 2.5 
一橋大学 23 2.6 大阪大学 111 12.5 
桜美林大学 89 10.0 龍谷大学 86 9.7 
敬愛大学 4 0.4 高千穂大学 26 2.9 
慶応義塾大学 7 0.8 東京大学 11 1.2 
神戸大学 3 0.3 東北大学 54 6.1 
京都女子大学 18 2.0  合    計 890 100.0 
 
2 GUESSS 2013 世界と日本の比較分析 
 
2.1 収集したデータ 
 GUESSS 2013 の参加国一覧と国別の有効回答数は表 2 のとおりである。事務局がスイ
スの大学に置かれているため、ヨーロッパ圏の国が多く参加している。アジア圏の参加国
は、日本のほかシンガポール、マレーシアのみである。 
 なお、学生への依頼総数は 1,959,229 件であり、回収率は 5.5%である。 
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表 2 GUESSS 2013 参加国と有効回答数 
  有効回答数 割合（％） 累積％ 
参加国 SUI スイス 7419 6.8 6.8 
LIE リヒテンシュタイン 203 .2 7.0 
GER ドイツ 10570 9.7 16.7 
AUT オーストリア 4220 3.9 20.6 
FRA フランス 332 .3 20.9 
BEL ベルギー 402 .4 21.2 
FIN フィンランド 704 .6 21.9 
HUN ハンガリー 8844 8.1 30.0 
AUS オーストラリア 495 .5 30.4 
SIN シンガポール 6471 5.9 36.4 
MEX メキシコ 637 .6 37.0 
EST エストニア 1391 1.3 38.2 
LUX ルクセンブルク 153 .1 38.4 
GRE ギリシャ 435 .4 38.8 
POR ポーランド 213 .2 39.0 
NED オランダ 9907 9.1 48.1 
ENG イギリス 654 .6 48.7 
ROM ルーマニア 277 .3 48.9 
RUS ロシア 4578 4.2 53.1 
NGR ナイジェリア 7 .0 53.1 
JPN 日本 890 .8 53.9 
ARG アルゼンチン 190 .2 54.1 
BRA ブラジル 12561 11.5 65.6 
CAN カナダ 509 .5 66.1 
COL コロンビア 801 .7 66.8 
DEN デンマーク 1027 .9 67.8 
ISR イスラエル 1086 1.0 68.8 
ITA イタリア 7765 7.1 75.9 
POL ポーランド 11860 10.9 86.8 
SCO スコットランド 280 .3 87.0 
SLO スロベニア 903 .8 87.9 
ESP スペイン 10545 9.7 97.5 
MYS マレーシア 2452 2.2 99.8 
USA アメリカ 245 .2 100.0 
Total 109026 100.0  
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2.2 回答者の属性 
 回答者の年齢は、参加国全体の平均で 23.1 歳であった。日本の回答者の平均年齢は、
21.1 歳である。回答者の性別分布は、参加国全体で女性が 58.4%、男性が 41.6%である。






図 2 回答者の身分 
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表 3 回答者の専攻 
専    攻 全体 日本 
 N % N % 
ビジネス/経営 24386 22.4 515 58.2 
法律 3955 3.6 20 2.3 
経済 9363 8.6 80 9.0 
その他社会科学（教育含む） 8789 8.1 46 5.2 
工学、建築 16489 15.1 65 7.3 
数学、自然科学 5352 4.9 16 1.8 
情報科学、IT 6116 5.6 69 7.8 
薬学、健康科学（医学含む） 8043 7.4 11 1.2 
農学、森林学、栽培学 2181 2.0 2 0.2 
語学、文化（心理学、哲学、宗教学含む） 5507 5.1 48 5.4 
芸術、芸術科学 1729 1.6 3 0.3 
その他 17019 15.6 10 1.1 













－ 7 － 
 表 4 卒業直後および 5年後に希望する働き方 （％） 
 参加国全体 日本 
 直後 5 年後 直後 5 年後 
雇用者として従業員 1～49 人の小企業で働く 17.0 3.9 6.1 3.8 
雇用者として従業員 50～249 人の中小企業で働く 20.7 7.9 24.8 13.6 
雇用者として従業員 250 人以上の大企業で働く 22.0 19.0 39.9 33.4 
非営利組織で働く 3.2 2.9 1.6 2.1 
研究者になる 6.4 6.8 3.0 3.6 
公務員になる 10.2 10.2 6.9 6.4 
創業者として自分の会社を経営する 6.6 30.7 1.5 10.4 
事業承継者として親や親戚の会社を経営する 1.3 2.0 0.6 2.1 
事業承継者として家族や親戚以外が所有する会社
を経営する 
0.4 2.3 0.1 0.4 
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図 4 親が自営業者かどうか 
 
 
図 5 親が自営業者かどうか×卒業５年後のキャリア（日本） 
 
注：雇用者＝「雇用者として従業員 1～49 人の小企業で働く」、「雇用者として従業員 50
～249 人の中企業で働く」、「雇用者として従業員 250 人以上の大企業で働く」、「非
営利組織で働く」、「研究者になる」、「公務員になる」の合計 
 






























0% 20% 40% 60% 80% 100%
両親またはどちらかの親が自営業
両親とも自営業ではない
雇用者 創業者 事業承継者 未定／わからない
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の結果、すべての項目において、日本は全体より平均値がやや低くなっている。 
 
図 6 働くうえで重視すること 
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のの、他の項目はすべて全体を下回っている（図 8）。 
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とも自営業ではない」グループは 2.35 で、両者の間には統計的に有意な差があった。 
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図 12 計画している企業の製品・サービスの新規性 
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 専修大学の回答者の性別分布は、男性 48.1％、女性 51.9％であり、女性のほうが多かっ
た。日本全体では男性 60.3％、女性 39.7％であり、専修大学では女性の回答者が比較的多
かった。 
 また回答者の平均年齢は、専修大学 20.8 歳、全体が 21.1 歳であり、専修大学は若い学
生が多く回答している。2 年生が回答者の中心であったと思われる。 
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表５ 専修大学生の回答者の専攻（専大－日本全体） 
専    攻 専修大学 日本 
 N % N % 
ビジネス/経営 95 75.4 515 58.2 
法律 0 0.0 20 2.3 
経済 8 6.3 80 9.0 
その他社会科学（教育含む） 19 15.1 46 5.2 
工学、建築 0 0.0 65 7.3 
数学、自然科学 0 0.0 16 1.8 
情報科学、IT 1 0.8 69 7.8 
薬学、健康科学（医学含む） 0 0.0 11 1.2 
農学、森林学、栽培学 0 0.0 2 0.2 
語学、文化（心理学、哲学、宗教学含む） 0 0.0 48 5.4 
芸術、芸術科学 0 0.0 3 0.3 
その他 3 2.4 10 1.1 









事業承継者は専修大学生のほうが多くなっており、卒業 5 年後には 4.7％となっている。 
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図 16 卒業直後の進路（専大－日本全体） 
 
 









































































図 18 働くうえで重視すること（専大－日本全体） 
 



























































                                                     
2 神奈川県経済同友会の会員企業が学生向けに商品・サービス開発やプロモーションなどのテーマを
出題し、神奈川県内の大学の学生チームがそれらに対して企画・提案し、企業の評価を得るプログ
ラム。2014 年度は 28 企業から提示された 32 テーマに対し、18 大学 229 チームが応募した。専修
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業家活動への選好が影響を受けるのであろうか。図 22 のとおり、「1 科目以上選択履修し
たことがある」や「特別のプログラムを履修している」者は、起業意思が強くなっている
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対して新規性がある」と回答した者の割合が高い。ただし、この集計結果に統計的有意差
はない。 




図 24 起業予定企業の製品・サービスの新規性（専大－日本全体） 
 
注：Pearson のカイ２乗検定の結果、漸近有意確率（両側）は 0.934 であり、統計的
に有意な差はない。 
 
図 25 起業予定の企業の業種（専大－日本全体） 
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3.5 小括 
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